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教育に関する夢と想いを共有しながら、
私たちが“学びの架け橋”となり、

学習環境を創造します。

会社名 株式会社デジタル・ナレッジ　（Digital Knowledge Co.,Ltd.)

設立年月日 1995年12月20日

資本金 40,450,000円

代表 代表取締役社長　はが弘明  /  代表取締役 COO　吉田自由児

従業員数 約250名 (2022年時点：臨時・関連会社含 )

事業内容 ・e ラーニング専用プロダクツ（製品）

・e ラーニングシステムカスタマイズ（構築）

・e ラーニングサーバー運用（ホスティング）

・コンテンツ製作・販売（教材）

・受講者募集支援（プロモーション）

・運用アウトソース（運用）

・教育・IT 機材（教育 IT）

などの研究・開発、製造、販売

所在地 《本 社》
〒110-0005 東京都台東区上野5-3-4　e ラーニング・ラボ 秋葉原
Tel：03-5846-2131　Fax：03-5846-2132

《西日本支社》
〒550-0002 大阪府大阪市西区江戸堀1-12-8　明治安田生命肥後橋ビル1階
Tel：06-6444-4901　Fax：06-6444-4902

《九州支店》
〒812-0013 福岡市博多区博多駅東2丁目5-1　アーバンネット博多ビル4階
Tel / Fax：092-475-9277

デジタル・ナレッジの使命は、教育機関や研修部門にある「知識（ナレッジ）」をより効率的・効果的に流通させ
て受講者に届けること、そしてより良い知識社会の実現に貢献することです。
これが日本で初めての e ラーニング専門ソリューションベンダーである私たちの責任と考えています。
私たちは教育機関様・研修部門様と同じ視点に立ちながら、IT を活用したより良い教育を実現致します。

“学びの架け橋”
デジタル・ナレッジ
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本冊子に掲載されているコンテンツは、現在デジタル・ナレッジの Web サイトで公開しているコン
テンツをそのまま転載しております。
掲載開始時期と現在では内容に差が生じていることがありますことをあらかじめご了承ください。

デジタル・ナレッジでは、導入いただいた企業（団体）様にご許可をいただき、Web サイト等でその一部
をご紹介しておりますが、ご好評をいただいておりますインタビューについてその一部を本冊子にてご紹介
いたします。
これからの e ラーニング導入やバージョンアップのご検討にお役立ていただけましたら幸いです。

ジタル・ナレッジの製品・ソリューション・サービスは、
1995 年の創業より、2000 事例を超える導入事例があります。業種も実に様々です。デ
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―― 高度データ活用人材育成の必
要性が叫ばれるなか、全学的な教育
研究組織のモデルの 1 つに MMDS
が取り上げられた、ということです
ね。

鈴木様：はい。さらに共通政策課
題事業が全国展開を進め、多数の大
学が参加を表明するなかで、本学は
近畿ブロックと中国・四国ブロック
において拠点校という役割を担い、
教材開発、教員の育成などあらゆる
面から周辺大学をサポートしていく
こととなりました。外部企業・機関
とも連携し、国内外で高まる高度
データ関連活用人材の需要に応える
べく、日々取り組んでおります。

―― この多岐にわたる MMDS の活
動のなかで e ラーニングを活用さ
れているのはどの部分でしょうか？

鈴木様：主に DuEX と HRAM の2
つです。DuEX（デュー）は MMDS
が中心になって立ち上げたデータ関
連人材育成関西地区コンソーシアム
で、高い潜在能力を持つ大学院博士
後期課程学生や博士研究員（ポスド
ク）に対し、データ関連知識・スキ
ルを習得できる文理融合型教育プロ
グラムを提供しています。

鈴木様：DuEX 提供コースのうち
A コース（データサイエンス基礎）
と C コース（医療データ基礎実践）
で e ラーニングを使っています。A
コースの5単位は e ラーニングだけ
で修了可能です。

大阪大学 数理・データ科学教育研究センター（MMDS） 様

MMDS の取り組みが政府肝入り政
策のモデルケースに抜擢

―― 最初に MMDS の概要をお聞か
せください。どのような目的で設立
されましたか？

鈴 木 様：MMDS は、前身である
金融・保険教育研究センターにモデ
リング部門とデータ科学部門を加え
た新たな教育研究センターとして、
2015年10月に発足しました。文理
融合型の人材輩出を目的として、「金
融・保険」「数理モデル」「データ科学」
の3領域にわたる大学院向け講義を
全学学生向けに公開し、履修コース
を充実させてきました。
当初は大阪大学の一部局として発足
した MMDS ですが、政府の方針に
よって転機をむかえたのが 2017 年
です。文部科学省による共通政策課
題「数理及びデータサイエンスに係
る教育強化」において、大阪大学
は北海道大学、東京大学、滋賀大
学、京都大学、九州大学と並ぶ全国
6 拠点の 1 つに選定され、新しい枠
組みの中で取り組みを深化させてい
くことになります。

政府が2019年に発表した「AI 戦略2019」。すべての大学・高専生が初級レベルの数理・データサイエンス・AIスキルを習得することが目標の1つに掲げられています。

同時に、社会のあらゆる場面で DX 化が進むいま、産業界においても高度データ関連活用人材の育成は喫緊の課題です。こうしたなか、学生や社会人向けの教育

にいち早く取り組んでこられたのが、大阪大学が2015年に設立した数理・データ科学教育研究センター（MMDS）です。2017年度には文部科学省による共通政

策課題の全国6拠点の1つに選定されるなど高い評価を受ける MMDS。その先進的な取り組みとその中で e ラーニングの果たす役割について、副センター長である

鈴木貴特任教授にお話を伺いました。

事務補佐員
牧野 恭子 様

※一時的にマスクを外して撮影しております。

特任教授／副センター長（モデリング部門，数理科学ユニット）
鈴木 貴 様

大阪大学 数理・データ科学教育研究センター（MMDS）

大阪大学 数理・データ科学教育研究センター（MMDS） 様

産学連携で高度なデータ活用人材を育成！
社会的課題に応える先進的な取り組みと、それを支える e ラーニング

DuEX は2017年に文部科学省の「データ関連
人材育成プログラム」の対象機関の1つに採
択されている。
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位平気でかかりますし、そこに飛び
込もうとするような優秀な人材はな
かなか会社が離さないでしょう。

―― それは日本特有の問題なので
しょうか。

鈴木様：日本では社会人が研究室
に受け入れてもらうという仕組みや
制度がほとんどありません。かと
いって、企業同士が協力して何かし
らの団体を作ろうとなっても、そこ
での活動内容はシェアしなければな
りませんから当然差別化は難しい。
企業は他社と差別化して競争力をつ
けたいと思っていますからね。ここ
に大きなハードルがあります。本当
の意味でイノベーション創出や競争
力強化につなげるためには、従来の
やり方にとらわれずに同業者と協力
するなど産業界全体で取り組むこと
が必要ではないでしょうか。

―― 今そういう流れはきています
か？

鈴木様：いえ、まだまだ競争の流
れですね。ですから MMDS のよう
な横断的な取り組みが必要なんです。
MMDS では、今年度から産業界を
巻き込んだ数理・データサイエンス・
AI のエキスパート人材育成事業を
スタートさせました。社会人を含む
受講生をどんどん受け入れ、データ
サイエンスを活用した研究を支援し
ます。企業と本学の連携研究室とを
結びつけ「産業のイノベーション」
と「学問の活性化」を同時にやろう
という取り組みです。

大阪大学 数理・データ科学教育研究センター（MMDS） 様

応用コース（e ラーニング＋スクー
リング）の受講者のコメント

・データサイエンスに関する幅広い内
容で業務に活かせる知識の習得がで
きたと感じています。曖昧な知識で
あったことも明確にすることがで
き、満足しております。

・ビデオ教材をいつでも視聴すること
ができ、Web ベースで受講者のや
り易い環境に合わせることができる
ため、仕事のペースに合わせて勉強
できました。

・e-Learning が質及び量ともに充実
しており、メンターの先生方とデー
タサイエンス手法について議論でき
る機会もあり良かったです。

・グループワークでは異業種の方々と
活発な議論ができ、刺激的で充実し
た時間でした。

・社員の教育メソッドの一つとして検
討したいと思います。

HRAM リカレント応用コースが厚生労働省指定のHRAM リカレント応用コースが厚生労働省指定の

専門実践教育訓練給付金制度の対象講座に認定！専門実践教育訓練給付金制度の対象講座に認定！

条件を満たすことで支払った教育訓練経費の最大条件を満たすことで支払った教育訓練経費の最大

70％が教育訓練給付金として支給されます。70％が教育訓練給付金として支給されます。

MMDS の活動における e ラーニン
グの意義とは

―― リカレント教育を行う上でど
のようなことが課題となっています
か。

鈴木様：まず、社会人が大学や研
究室にアクセスすること自体が難し
いですよね。社会人になってからド
クターを取るのはすごく大変で4年

―― コ ー ス 内 の オ ン ラ イ ン の 部
分を弊社の e ラーニングシステム

『KnowledgeDeliver』で提供されて
いるということですね。

鈴木様：その通りです。協定校で
ある神戸大学、滋賀大学、和歌山大
学、奈良先端科学技術大学院大学、
大阪府立大学、大阪市立大学の学生
は無料で受講できます。この6大学
と本学でデータサイエンス科目を相
互に受講できる単位互換協定を結ん
でおり、各大学で開発したeラーニ
ングコンテンツを互いに共有し活用
しているといったプログラムになり
ます。

産業界の期待に応え、e ラーニング
を活用したリカレントコースを開始

―― もう 1 つの e ラーニング活用
先である HRAM はどんな組織です
か。

鈴木様：一般社団法人 数理人材
育成協会HRAM（フラム）は、社会
人向けにわかりやすいカリキュラム
や教材を作ってほしいという厚生労
働省事業での要望も受け2019年に
設立したものです。こちらは有料会
員制でDuEXとの連携コースのほか、
リカレントコースを運営しています。
初級・AI・入門・基礎・応用の5つ
のコースがあり、大半がeラーニン
グコンテンツです。

―― どういった方が受講されてい
ますか？

鈴木様：製造業や建設業の方、製
薬会社、大学にお勤めの方などさま
ざまです。職種としては技術者はも
ちろん、マネジメントや総務の方も
けっこういらっしゃいますね。社会
人向けのプログラムですが、学生さ
んも比較的多く受講されています。
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の教務システムも含めての話ですが、
とにかく業務まわりの細々としたこ
とはどんどん自動化しないとやって
いけないというのが現状です。
――たとえば修了証の発行の自動化
などですね。

鈴木様：あらかじめ修了基準を設
定しておき、クリアすれば勝手に
PDFの修了証を発行してくれる自動
化を今デジタル・ナレッジさんにやっ
てもらっています。これが実現する
と非常に助かりますね。

専門家でなくてもリテラシーがな
くても、誰もがパッと使えて恩恵を
受けられる、そういうシステムがこ
れから主流になると思います。「物
凄くよくできたシステムだけどあの
名人が使ってはじめて力を発揮する」
ではもう古い。誰もが予備知識なく
使えてある程度は自動でやってくれ
るというのが、まさに我々の教育が
目指す未来像でもあります。

ドラえもんのどこでもドアが現実の
ものに？ 魅力的なウェビナーを多
数開催

鈴木様：もう1つ e ラーニングシ
ステムのお世話になっているとこ
ろがありました。AI・データ利活用
研究会です。オンラインでの研究会

（ウェビナー）を定期的に開催して
います。

―― こ れ は 誰 で も 受 け ら れ ま す
か？

鈴木様：会員登録をすれば誰でも
受けられます。登録さえしておけば
事前に参加予約をする必要もなく、
興味のある内容のときだけ自由に見
ることができますので、我々にとっ
ても参加者にとってもすごく便利で
す。

大阪大学 数理・データ科学教育研究センター（MMDS） 様

―― 将来の日本の中核を担う人材
の誕生が期待されますね。e ラーニ
ングは MMDS にどのような成果を
もたらしましたか。

鈴木様：MMDSにとってeラーニ
ングは必要不可欠です。我々の教員
数、そして対象学生の数から考えて
も KnowledgeDeliver がなかったら
学部教育も社会人教育もまず実現で
きなかったでしょう。これまで100
以上の科目を作成し、のべ2000人
以上の学生や社会人にプログラムを
提供してきましたが、とくに社会人
にとっては、あれだけの数の専門
的なeラーニングコンテンツがある
ということは非常に魅力的なものに
なっていると思います。スマホで受
講できる点も好評です。
さらにいうと、DuEX については文
部科学省の補助金が昨年度で切れ
ましたので、残り 3 年間を自走し
なければなりません。そんななか、
HRAM で e ラーニングコンテンツ
を使ったコースを運営できるように
なったことで MMDS として自立的
な運営ができるようになったことは
大きな意味がありました。

横断的に e ラーニングシステムを
活用、次に目指すは “ 自動化 ”

―― 最初に e ラーニングを導入さ
れたきっかけは何でしたか。

鈴木様：DuEX を発足する際、協
定校間で共通のコンテンツを利用す
る仕組みが必要となりましたが、各
校が別々に運用している LMS に相
互乗り入れするのは難しかったため、
共通プラットフォームとして LMS
を備えたeラーニングシステムを導
入することになりました。

―― システム選定のポイントは何
でしたか？

鈴木様：導入当時は運用方法やコ
ストが未知でしたので、学外のクラ
ウドで運用できることを重視しまし
た。また動画コンテンツはもちろん、
パワーポイントや PDF ファイルの
運用が可能なものを考慮しました。

―― 弊 社 の KnowledgeDeliver を
採用された決め手をお聞かせくださ
い。

鈴木様：上記のポイントをクリア
していた点と、導入当時はまだ動画
コンテンツ作成に不慣れな教員が多
かったため、動画コンテンツ作成機
能が付いている点が便利だと判断し
ました。今でもこの機能で動画コン
テンツを作ったりしています。ま
た、動画コンテンツを運用するため
のストリーミングサーバー（Video+）
が利用できる点も良かったと聞いて
います。複数の取り組みで横断的に
使用できる点も便利でした。DuEX
と HRAM は入口こそ異なりますが
同じシステム（KnowledgeDeliver）
につながっています。

―― e ラーニングを運営されるうえ
で大変な部分はありますか？

鈴木様：MMDS の現状としてや
はり教材開発に手を取られています。
教員は全然足りませんし、スタッフ
も限られた人数で全学の学生管理か
らカリキュラム開発、単位認定、修
了証の発行までしないといけません。
これはeラーニングだけではなく他
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たくさん取り込んでいきたいですね。

―― 改めて今後の抱負をお聞かせ
ください。

鈴木様：MMDS の活動としては
教員も教材もプログラムもまだまだ
足りないのが現状です。eラーニン
グ教材はたしかに充実してきました
が、それはいわゆる教科書のような
もの。ただ学生に見せて終わりと言
う訳にはいきません。企業毎にその
活用方法だって千差万別ですから
ね。この宝の山を使ってどんな教育
プログラムを提供し、どう実践研究
をすすめていくか、それがまさに問
われていると思いますので、これか
らもしっかりと取り組み地域と社会
に貢献していきたいと考えておりま
す。

スカッションするんですが、参加者
の方もチャットにどんどん入ってき
て盛り上がります。講演者もすごく
喜ばれてね、楽しかったとお帰りに
なります。金曜日の18時から不定
期開催していますので、興味のある
方はぜひ参加してみてください。

全く足りない高度データ関連人材、
社会的課題に応えるために

―― 産業界では高度データ関連人
材のニーズはますます高まっていま
すか。

鈴木様：企業側の要望としてはも
うどんどんエスカレートしています
よね。専門人材が欲しい！と。全然
足りませんし、やらないと競争に負
けてしまいますから非常にニーズが
あると思います。
ただし、優秀な人材をよそから連れ
てきたって企業文化に馴染まなきゃ
ダメなんですね。なぜならこれまで
外注しても失敗ばかりだったから。
一緒に仕事できるかどうかが重要な
んです。だからこそ企業は社員に学
ばせようとし始めています。

―― そういった意味では、リカレ
ントコースを提供する HRAM の役
割がますます重要となっていきそう
ですね。

鈴木様：この豊富なeラーニング
教材を武器にどうやって社会人を広
く呼び込むか、なにかやり方を考え
なければなりません。ひとつは、企
業が利用したくなるような付加価値
を提供したいと考えています。たと
えば、企業の人事の方に自社の社員
の学習状況を確認できる管理権限を
提供するという取り組みは好評でし
た。個人で受けられる方もいますが、
会社毎にまとまって受講される方も
増えていますので、そういった層も

―― このウェビナーはコロナ禍に
始められたものですか？

牧野様：最初は会場で開催してい
たんです。2019年ですからコロナ
の前でしたね。

鈴木様：そうそう、たしか2020
年の夏にはオンラインに切り替えた
かな。ちょうどデジタル・ナレッジ
さんからKnowledgeDeliverとZoom
の連携ができるようになったという
話を聞いて、すぐに導入しました。

―― Zoom 連携カスタマイズをさ
せていただいたんですね。

鈴 木 様：e ラ ー ニ ン グ シ ス テ
ム（KnowledgeDeliver） を 通 し て
Zoomのウェビナーに入ることがで
きるんですよ。ウェビナーって一般
公開だと総会っぽくなっちゃうで
しょう？でもこれなら会員向けに閉
じた状態でウェビナーが開催できま
す。一度講演に参加した方には次の
開催案内が自動的に流れますので、
時間がある方、興味のある方は勝手
に参加してくれます。我々としては
ほぼ負担がなく、どんどん積み重ね
て開催できるという仕組みです。こ
れはとてもいいシステムだし、大い
に活用しています。

―― 講演内容を拝見すると面白そ
うな内容ばかりですね。初心者にも
とっつきやすそうな印象です。

鈴木様：先日は「avatarin（アバ
ターイン）」というANAから生まれ
たスタートアップ企業さんの講演で
した。テーマは瞬間移動サービス、
イメージとしてはドラえもんのどこ
でもドアをアバターロボットを使っ
て実現するという話ですごく面白
かったです。参加者からの質問タイ
ムがまた楽しいんですよ。講義は1
時間でその後の1時間はみんなでディ
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・複数の大学において共通コンテンツを利用
できるプラットフォームを探している。

当初のお客様のニーズ

・MMDS の複数の取り組みにおいて横断的に
  eラーニングシステム（KnowledgeDeliver）

を活用。

・動画コンテンツ作成サービス、ストリーミ
ングサーバー（Video+）も活用し、これ
まで 100 以上の科目を内製、のべ 2000 人
以上の学生や社会人にプログラムを提供。

・学部教育や社会人教育を行ううえで欠かせ
ない基幹システムとなっている。

・豊富な e ラーニングコンテンツを活かし有
料のリカレントコースを運営できるように
なったことで、国の補助金に頼らない自立
的な運営が可能となった。

MMDSにおけるeラーニング活用
の成果

デジタル・ナレッジの Web サイトに公開されているコンテンツを掲載しています。
URL       ：
公開日：2022.08.17

https://www.digital-knowledge.co.jp/archives/28043/

MMDS の主な取り組み
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10 人中 9 人がノバトンに投票。操
作性、テスト・教材作成機能が導入
の決め手に

―― 御社では現在、全国に何店舗
のお店を展開されていますか。

平松様：北は北海道から南は宮崎
県まで、全34店舗を展開させてい
ただいております。製品のコンセプ
トをしっかりと営業スタッフに伝え、
営業からのフィードバックをしっか
り開発に戻したいという考えのもと、
歩みは遅いかもしれませんが、直営
店での販売に特化しております。

―― その直営店の販売スタッフの
教育を主な目的として今回 e ラー
ニングを導入いただいたという事で
すが、以前はどのように教育研修を
実施されていましたか？

平松様：お恥ずかしい話ですが、
実技も知識教育もすべてOJTでやっ
ていました。現場の責任者や配属先
のリーダーが手取り足取り教えると
いう昔ながらのやり方です。これは、
たとえば「ありがとうございます」
の言い方1つとっても、いろいろな
言い方がありますし、やはり現場の

社員が肌で感じたこと、身に付けた
ことを直接伝えるべきだという形で
の教育が一般的でした。また、これ
も昔の考え方にはなりますが、“ 勉
強とは自ら進んでやるべきもの”と
いう風潮があったのも事実です。そ
のため現場任せだったというのが正
直なところでした。

―― 以前の方法にどんな課題をお
持ちでしたか？

平松様：やはりOJTですと地域差
があり、標準化や見える化ができて
いませんでした。配属された拠点や
営業所によって教育水準にばらつき
があり、進捗が目に見えないのが大
きな課題でした。また、コロナ禍で
3密を避けることが強いられ、今ま
で通りの対面式学習が許されないな
か、OJTについてもかなり時間が制
約されてしまっていました。

新開様：新入社員研修につきまし
ても、以前は本社で配属前の集合研
修をやっていましたが、コロナ以降
は実施がむずかしくなっていました。

平松様：加えて、先程申し上げ
た “ 勉強は自分でするもの ” という
考え方も、近年採用される側の数が
減ってきたなかで、社員に教育機会
を提供し一人ひとりをしっかりと育
てるという責任が会社の役割として
求められるようになってきたという
変化を感じておりました。

―― そこで e ラーニングの導入を
検討されたわけですね。システムの
選定にあたり、とくに重視されたポ
イントは何でしたか？

新開様：操作性、それからテスト
機能があるかどうかの2点を重視し
ました。選定においてはデジタル・
ナレッジ社のノバトンを含めた3つ
のシステムをトライアル操作し、社
員投票を行いました。各システムの
強みやメリット・デメリットを明ら
かにしたうえで10名の社員に実際
に使ってもらい、一番良かったシス
テムを理由付きで投票してもらった
んです。その結果、御社を選んだ社

補聴器の設計・製造・販売を手掛けるマキチエ株式会社では、拠点間における教育品質のばらつきや昔ながらの教育手法に課題をお持ちでした。そこで導入され

たのが、e ラーニングをベースにした社内研修システム『マキチエリスキリング』です。店舗の接客メソッドなど、これまで属人化していた知識を次々に教材化

して全社展開、導入後わずか3ヶ月で、プログラムを修了した社員が全国1位の売り上げを達成するなど効果を上げています。こうした成果につながったシステ

ム選定の裏話やコンテンツ内製の秘訣とは？インタビューでは今年で設立45年、創業77年を迎えられた同社の使命、人材育成に込められた思いについてもお聞

きすることができました。

※一時的にマスクを外して撮影しております。

広報部 部長
新開 千秋 様

店舗事業部 東京日本橋店
石田 桃菜 様

社長室
髙橋 雅哉 様

D2C 事業部  D2C 事業課
斉藤 沙周 様

代表取締役社長
平松 知義 様 ( 写真 )

マキチエ株式会社

マキチエ株式会社 様

昔ながらの OJT を DX 化！
売上１位につながった「社内リスキリング成功事例」
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員が圧倒的に多かったということで
平松とも協議の上、ノバトンの導入
に至りました。

売り上げが全国 1 位に！新入社員
も受講・実践で「あなたに頼んで良
かった」とお客様から喜びの声

―― 現在ノバトンをどのように活
用されていますか。

斉藤様：営業や店舗の販売従事者
を対象に、接客マニュアルや先輩
社員が “ 仕事の極意 ” を語るインタ
ビュー動画などを提供しています。
ノバトン研修システムの社内名称は

『マキチエリスキリング』といいま
して、勤怠システムですとか社内の
さまざまなシステムのマニュアルも
掲載しています。

―― 3 月の正式リリースからまだ日
は浅いですが、現時点での成果はい
かがでしょうか。

髙橋様：店舗の接客マニュアルを
まとめた「マキチエ接客メソッド」
というプログラムに一番乗りで合格
した店舗営業スタッフがいましたが、
この方の6月の売り上げが全店舗中
1位でした。もともと能力の高い人
ではありましたが、今回御社のシス
テム・メソッドを使って自らの接客
を補正強化したことによって全社で
ナンバーワンになれるほど大きく伸
びた1つの例だと思います。

―― 大変うれしい成果ですね。実
際に受講をされているという石田さ
んにもお伺いしたいのですが、受講
された感想はいかがでしょうか。

石田様：1つはとても安心感につ
ながるということ、もう1つは自分
のペースで勉強を進めることができ
るということです。

1つめに関しては、私は今年新卒
入社で社会人になって3ヶ月程です
が、入社当初は「頑張りたいけど何
をどう頑張ればいいのかわからない」
といった感じでとても不安になって
いました。そんなとき、このマキチ
エリスキリングを教えてもらい、自
分に足りていない項目は何か、空き
時間でどうやって勉強すればいいの
かが見えるようになりました。何を
どのぐらい勉強できたかという学習
履歴もひと目でわかるので、すごく
安心感につながっています。
2 つめは、私は店舗で販売員として
接客業務に携わっておりまして、い
つお客様がいらっしゃるかわからな
いため、どうしても安定的に勉強す
る時間というのが取れない状況です
が、マキチエリスキリングなら自分
の空き時間に見たりできるのですご

く効率的に勉強できています。

―― 空き時間で勉強されるときは
どれくらいの時間が多いですか。

石田様：本当にいろいろです。5
分ぐらい手が空いたときにパッと確
認しようというときもありますし、
1～２時間のまとまった時間ができ
たときにしっかり勉強させていただ
く場合もあります。

―― コツコツと受講を重ねてきた
手応えはいかがですか？

石田様：接客の手順やどうすれば
お客様に快適にお過ごしいただける
かといった勉強をしたのですが、そ
れをそのまま実践してみたところ、
本当にお客様に喜んでいただき「あ
なたに頼んでよかった！」「これか
らもよろしくお願いします」と言っ
ていただけました。学んだことをす
ぐにアウトプットできたという感覚
がありまして、それが直接お客様の
満足度向上につながっているんだと
実感しました。

“ 属人化した知識をチームの力に ” 
高い教育効果を生み出すコンテンツ
作りの秘訣とは

―― 短期間でこうした成果につな
がった要因の 1 つとして、御社で
開発されたコンテンツの力があった
のではないかと思います。成功につ
ながるコンテンツ作りのヒントをぜ
ひお聞きしたいのですが、たとえば
社員の方にはどのようなコンテンツ
が人気でしょうか？

斉藤様：先輩社員によるインタ
ビュー動画でしょうか。北海道から
宮崎まで店舗展開があるなか、普段
は会えないような人からも仕事への
取り組み方や経験談を学べるという
ことで非常に受講率が高く、有益な

社内研修システム『マキチエリスキリング』

マキチエ接客メソッドの動画コンテンツ
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用させてもらっています。ワンク
リックでチャプターやクイズを入れ
られますし、細かい時間調整もでき
るので非常に編集がしやすいです。
受講者目線でいいますと、動画に中
断機能がありますので途中でやめて
も続きから再生ができます。移動中
や接客の合間に受講するケースが多
い弊社にとって、とても使い勝手が
いいですね。

「本当に作ってよかったと思えるコ
ンテンツができました」

―― 反対にコンテンツ作りの中で
「これは大変だった」というような

ことはありましたか？
髙橋様：大変だったというより不

慣れだったという話なんですけれど
も、社員が役者となって受け答えを
する接客動画を作りましたが、想像
以上に撮影に時間がかかってしまい
ました。

―― こちらは良い例だけでなく悪
い例も紹介されていてわかりやすい
ですよね。その分、撮影は大変だっ
たと思います。

髙橋様：そうなんです！店舗が休
みの日にお店で撮影したんですけど、
お客様をお見送りする最後のシーン
で外が真っ暗になっちゃったんです
よ。本来なら明るいうちに撮り終わ
る予定が2月だったので日が短くて、
お客さんの帰る姿が映らないという

より、映像と音声で入ってくる情報
というものが見ている人の興味関心
を惹き、理解度を深めるのに役立っ
ています。

―― 動画は何で撮影されています
か？

斉藤様：高画質で撮影できるデジ
タルカメラで撮影したものもありま
すが、社員の極意（インタビュー動
画）などは各店舗で社用スマホを
使ってセルフ撮影してもらったもの
を編集しています。

―― ちなみに本社でのコンテンツ
作成担当者は何名体制でしょうか。

斉藤様：2～3名です。

―― 動画の一部は各拠点で撮影し
てもらうなど工夫をされています
が、それでもかなり少人数で高品質
なコンテンツを多数作成されている
印象です。それができる秘訣は何で
しょうか。

髙橋様：やはりノバトンの教材作
成機能によるところが大きいと思い
ます。我々がWordやPDFで作った
ものをすぐeラーニング教材に転換
できますから。

斉藤様：パソコンの中にデータさ
え入っていればすぐにコンテンツ化
ができるということで、非常に便利
に使わせてもらっています。最近は
テストやアンケートも多数取り入れ
ていますが、CSVで一気に入れるこ
とができるので工数も少なく済んで
います。

―― 動画編集については『Video ＋』
というオプションを利用いただいて
いますが、使い勝手はいかがでしょ
うか？

斉 藤 様：Video+、もう頻繁に利

コンテンツになっていると感じます。

髙橋様：それぞれの分野で第一人
者みたいな社員がいるんです。たと
えば、医療機関のドクターとのコ
ミュニケーションに非常に長けてい
て開拓力もあるような方ですと、そ
の人が普段どういうところに気をつ
けて営業活動をしているか、皆知り
たいですよね？従来こうした知識は
その人にしかわからない“属人化さ
れた知識 ” に留まっていましたが、
このマキチエリスキリングを使って
全社員にシェアしたいという思いが
ありました。ですから、インタビュー
の際には「ぜひ秘訣を話してくださ
い」とお願いをしてざっくばらんに
話してもらってコンテンツ化してい
ます。

―― ノバトンのコンセプトが「ひ
とりに偏った知識をチームの力に」
ということで、まさに属人化された
知識を全社共有するという目的で開
発をしたものなんです。そのコンセ
プト通りに活用していただき大変光
栄ですし、冒頭に平松社長がおっ
しゃった「現場の社員が肌で感じた
ことを直接伝えるべき」という教育
への思いにも沿ったシステムになっ
ているように感じました。

斉藤様：そうですね。動画という
のも効果を高めているポイントだと
思います。文字ベースのコンテンツ

1番の人気コンテンツである先輩社員が仕事
の極意を語るインタビュー動画。
これまで属人化されていた知識を全社員に
シェアできる優良コンテンツとなっている。

Video ＋なら教育効果の高い動画コンテンツ
を簡単に作成・配信できる
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事態になってしまいました。
ただ、事前に御社の担当 N さんか
ら「こういう手順で撮るといいです
よ」「良い例と悪い例を撮ってこう
いうポイントを入れるとわかりやす
いですよ」などなど的確なアドバイ
スを頂いていたんです。そのおかげ
で、我々経験がない素人でも何とか
1 日で撮影ができましたし、本当に
作ってよかったと思えるコンテンツ
ができました。

―― 受講促進のためになにか工夫
されていることはありますか？

斉藤様：動画視聴後に確認テスト
を行うという流れを多く取り入れて
います。動画を視聴しないとテスト
を受けられない設定にすることで、
動画視聴→テスト→受講完了という
流れができ、受講率向上にもつな
がっています。

―― ほかにはどのようなコンテン
ツをお使いですか。

斉藤様：あとはデジタル・ナレッ
ジ社から提供いただいたビジネスマ
ナー関連のコンテンツも利用させて
もらっていますね。

髙橋様：レディメイドコンテンツ
ですね。新入社員に限らず、ベテラ
ン社員であっても誤解した知識のま
ま仕事をしていることもありますし、
あるいは以前は問われなかったよう
なハラスメント系の教育も最近は非
常に重要となってきています。そう
いった観点から、御社の豊富なコン
テンツの中からとくに重要なものを
選び、所属部署や勤続年数を問わず、
多くの社員に受講してもらっていま
す。

―― 導入前から現在に至るまで、
弊社担当者の対応はいかがでした
か。

髙橋様：契約前の検討の段階か
ら、私達が成し遂げたいことを的確
にご理解いただき、要所要所でアド
バイスをいただきました。それがな
ければ今のマキチエリスキリングは
なかったと思います。

斉藤様：今回コンテンツを作成す
る側の立場になったときは正直不安
でしたが、困ったときはすぐにアド
バイスや改善点、代替案をご提案い
ただき、もう本当に不安を取り除い
てくださったこと、感謝しておりま
す。

空き時間に勉強することが多い販売スタッフ
のため、受講前に「何を学べるコンテンツな
のか」「学習時間の目安は何分くらいか」を
ひと目でわかるようにしているとか。こうし
た工夫も受講促進につながっている。

接客動画の悪い例。社員が演じることで “ 受
講する側にも親近感をもってもらえれば ” と
いう思いが込められている。

「補聴器をもっと普及させたい」
その使命を果たすために

―― 御社が補聴器の製造販売に携
わられるようになったのはいつ頃か
らでしょうか。

平松様：弊社の前身は電気屋さん
だったんです。ある日、ろう学校か
ら壊れた補聴器の修理依頼をいただ
きましてね。修理した補聴器をお子
さんに渡した瞬間、もう笑顔があふ
れ出てそこら中を走り回って喜ばれ
たという体験を先代社長の朝山が経
験し、直感的に「補聴器をもっと普
及させなければならない」という思
いに至ったそうです。1945年創業、
補聴器の部門を設立したのは1977
年で以来、補聴器のメーカー機能と
補聴器の販売機能、この2つを大き
な柱として補聴器の普及に取り組ん
でおります。

―― 補聴器の普及はまだまだ進ん
でいないのでしょうか。

平松様：日本では難聴だと気付い
ている方の14.4%しか補聴器の普及
がなされてないというデータもあり
ます。これは母数が難聴に気付いて
いる方ですから、隠れ難聴の方も含
めると実際の普及率はもっと少ない
はずです。じつは世の中には難聴に
気付いていない方が多く、まだまだ
自分には補聴器は早いと思われてい
る方がほとんどなんですね。
最近では我々の店舗におきまして
も、まるで病院で相談を受けている
かのような安心と信頼をお客様に実
感していただけるよう、病院のドク
ターと連携しながら補聴器販売をさ
せていただいているという状況で
す。
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―― 直接お客様に向き合うお店の
販売員の方、お医者様と専門的なや
り取りをする営業の方に対する人材
育成がとても重要だということがわ
かりました。そのなかで、このノバ
トン研修システムはどのような役割
を果たしていけそうですか。

平松様：やはり最終的な会社の強
み、差というのは人材です。最低限
の標準化は大事ですが、＋αの差別
化、個別化、弊社の求める強みに社
員が育ってくれることを望みますし、
さらにはうちの会社だけではなく、
世の中で役に立つような人材を育成
しなければという思いで今回ノバト
ンを導入させていただきました。同
時に評価システムを導入し、学習進
捗やテスト結果などを評価制度に反
映させるという取り組みを進めてお
ります。

―― 改めまして、今後の取り組み
予定をお聞かせください。

髙橋様：平松が申し上げた通り、
このマキチエリスキリングをどれだ
け受講したか、どんなスキルを身に
つけたか、それを実際の現場でどう
発揮できたか、業績にどう貢献した
かを人事評価制度とも紐づけながら、
会社に欠かすことのできないツール
へとさらに大きく成長させていきた
いと思っています。

斉藤様：接客に限らず、補聴器の
調整ですとかそういった技術的な部
分についても、先輩社員から具体的
なメソッドを学べる専門的・実践的
な教材・コンテンツをさらに充実さ
せていきたいですね。

デジタル・ナレッジの Web サイトに公開されているコンテンツを掲載しています。
URL       ：
公開日：2022.08.31

https://www.digital-knowledge.co.jp/archives/28348/

・リスキリングの仕組みを構築したい。

・社内の DX を進めたい。

・店舗における営業力を強化したい。

お客様のニーズ

・Know-baton（ノバトン）をベースにした
社内研修システム「マキチエリスキリング」
をリリース。

・ ノバトンの教材作成機能やオプションの
Video ＋を活用し、店舗の接客メソッドや
属人化していた知識を次々に教材化。

・動画視聴後に確認テストを行うなど、教育
効果や受講率を高める受講の流れを定着化。

・すきま時間でも無理なく学べるシステム構
築により、全国 34 店舗における教育の標
準化、効率化を実現。

・導入後わずか 3 ヶ月で、プログラムを修了
した社員が全国 1 位の売り上げを達成する
など成果を上げている。

・レディメイドコンテンツを活用したハラス
メント教育等も全社的に実施、包括的な社
員教育を実現している。

導入後の成果

・主な社員教育を OJT で実施しているが、標
準化・見える化ができていない。

・コロナ禍で対面教育の機会が減少している。

・属人化している社内知識・接客メソッドを
教材化して全社員にシェアしたい。

導入前の課題
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く、リピーターも多いです。最初に
Vol.1や2をご購入してくれた企業が
新しいシリーズが出たらすぐにご購
入していただくこともあります。内
容がわかりやすいという意見も多く、
それだけ社内研修でもご活用いただ
いているようです。

―― まもなく Vol.6 が発売となり
ます。

倉永様：今までは特許関係でした
が、今回はちょっと異色で「商標の
調査」というテーマです。特許調査
のセミナーはよくありますが、商標
の調査というセミナーは、企業が弁
理士さんなど外にお願いしている
ケースが多いため、あまりありませ
ん。ところが、試しに一度セミナー
を開催したところ、思ったよりも参
加者が集まったので、これはニーズ
があるということで今回急遽 DVD

日本パテントデータサービス株式会社 様

売上好調！ DVD による教材販売で
新規顧客にもリーチ

―― DVD シリーズの販売状況はい
かがですか。

倉永様：現在 Vol.5まで発売中で
すが、おかげさまでVol.1と2は完売
しました。Vol.3～5については半永
久的に使えるような内容になってい
ますので必要に応じてお客さんに購
入いただいている状況です。

―― どういった方が DVD を購入さ
れていますか。

倉永様：基本的には弊社の（特許
データベース等を利用されている）
お客さんが多いですね。あとは、遠
隔地にお住まいで弊社のセミナーに
来られないという新規の方からの購
入申込も結構ありました。「なかな
かセミナーに行けないので助かりま

企業の知的財産戦略を総合的にサポートする日本パテントデータサービス。特許や商標に関する検索データベースの提供、それに付随する各種調査から企業向け

セミナーの開催まで事業は多岐にわたります。そして近年、このラインナップに加わったのが「知的財産研修用 DVD シリーズ」。2017 年の発売以来、売上好調

でまもなく最新作の Vol.6が発売となります。インタビューでは知財研修部 部長の倉永様に DVD 制作の裏話や成果、今後の展望をお聞きしました。

日本パテントデータサービス株式会社 様

教育サービスを DVD 化して発売！
新たな販売ツールとして新規顧客にもリーチ

好評発売中の
「知的財産研修用 DVD シリーズ」

※一時的にマスクを外して撮影しております。

知財研修部 部長
倉永 宏 様

日本パテントデータサービス株式会社

す」というお話も伺っています。

―― コロナ禍による影響はありま
したか。

倉永様：コロナ以降、定期セミ
ナーが開催できなくなり代わりにオ
ンラインセミナーを開催しましたが、
思ったより受講者は増えませんでし
た。そんななか DVD は結構売れま
した。昨年一昨年とセミナーができ
ない時期にやはり DVD を作ってお
いて良かったと思いました。

―― 御社の事業戦略において DVD
シリーズはどのような位置付けと
なっていますか。

倉永様：もともとセミナーに関し
ても、既存のお客様向けのサービス
という側面と、新規の方にセミナー
きっかけで弊社のシステムに興味を
持ってもらえればという目的があり
ました。そういう意味では DVD 化
でアプローチできるツールがもう１
つ増えたと認識しています。

―― DVD は新たな販売ツールであ
り、実際に購買層の拡大にもつな
がっているのですね。

倉永様：購入した方の反応も良

Vol.6「はじめての商標調査 - 商標調査をはじ
めよう！ -」
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制作裏話と “ 成功のため重視すべき
ポイント ” とは

―― 実際の DVD 制作はどのように
進められましたか？
倉永様：最初の 1 本目はとにかく
手探りだったので、まずパワーポイ
ントで資料を作って講師にフリーで
話してもらうという形でお願いしま
した。それをデジタル・ナレッジさ
んに収録してもらってざっと映像を
作ってもらいましたが、ちょっとイ
メージしていたのと違っていました
ね。

―― と言いますと？
倉永様：普段のセミナーの場合、

参加者は先生の顔や表情、動作を見
ながら内容を理解することができま
すが、DVD だと先生は音声のみで
画面上はただスライドが映っている
だけです。とくに1本目の内容が「特
許検索データベースの使い方解説」
で主に操作画面を映していたという
のもあるのですが、動きが全然なかっ
たです。そこでデジタル・ナレッジ
さんにもアドバイスをいただき、急
遽パワーポイントの資料にアニメー
ション機能を活用して動きをつけま
した。最初の制作はちょっと時間が
かかりましたね。

―― セミナーをそのまま映像コン
テンツ化しようとしても思っていた
イメージにはならなかったのです
ね。

すいのではということで、そのため
の DVD を作りたいというのが最初
でした。
また、お客様の中には、本当に基本
的なレベルだけが分かれば良いとい
うお客さんもいらっしゃいますの
で、最低限の知識だけをわかりやす
く伝える DVD を作って見てもらっ
て、必要ならばその次のステップと
して弊社のセミナーに来て頂ければ
よいのではという考えもありまし
た。

―― 映像制作・DVD 制作のご依頼
を弊社に頂いた決め手は何でした
か。

倉永様：スタジオをお持ちだった
のでそこで収録できるというのが決
め手でした。映像制作会社は、ほか
にも幾つか候補はありましたが、あ
る程度の料金で制作できて、スタジ
オも持っているところがしっかりし
ているなと。DVD 制作では、実際
にスタジオ収録も何度かさせていた
だき、とても良かったです。

―― 映像制作にあたり弊社にどの
ようなオーダーを頂きましたか。

倉永様：本編制作はもちろんです
が、DVD の広告宣伝用にプロモー
ションビデオも作ってもらっていま
す。インパクトのあるものを2～3
分で、とご相談してお願いしていま
す。
もう 1 つはダイジェスト版ですね。
第 1 弾の DVD を作ったときにお客
さんから「1 回見てみたい」という
ご要望があったため、営業スタッフ
がお客さんのところで見せられる 5
分くらいのダイジェスト版も作って
もらっています。これを見れば大体
の内容がわかるものになっていま
す。

化しました。ぜひ多くの方に見てい
ただきたいですね。

知的財産研修をDVD 化したきっかけ

―― 知財研修部では以前から企業
向けセミナーを開催されていたんで
すか？

倉永様：そうですね。もともとは
弊社の特許情報検索サービスをご利
用のお客さんから「データベースを
使った特許調査のセミナーを開催し
てほしい」というところから始まり
ました。最初は特許情報検索方法の
セミナーが中心でしたが、次第に知
的財産に関する一般的なセミナーも
扱うようになりました。

―― 御社の知的財産セミナーの特
徴は？

倉永様：知的財産系のセミナーは
世の中にたくさんありますが、法律
の解説をするセミナーが多いです。
ですが、うちのお客様は具体的な

「How to」を求めているので、一般
的な法律論ではなく“どういうふう
に対応すべきか”という実務に即し
たセミナーになっています。この定
期セミナーを年間100回程度開催し
ています。定期セミナー以外に企業
へ赴いて実施する出張セミナーもあ
ります。

―― そんななか、なぜ DVD を作成
しようと思われたんですか？

倉永様：定期セミナーを受講され
た方のアンケートをみると、セミナー
内容が少し難しいという意見が散見
されました。定期セミナーはいろい
ろなレベルの方が受講されるので、
初心者の方には難しい場合もありま
す。そこで予習といいますか、ある
程度基本的な知識を持ったうえでセ
ミナーを受講されるほうがわかりや
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倉永様：そう、違いましたね。先
生もシナリオなしだと同じセリフを
繰り返してしまうので「これはシナ
リオを作らないとダメだな」という
ことで、2本目からはまずざっと資
料を作って先生に話してもらい、そ
れに合わせてアニメーションを追加
し、シナリオを作りました。あとは
デジタル・ナレッジさんにチェック
＆アドバイスをいただいて収録に入
るという流れで、非常に効率よく進
めることができるようになりました。

―― 改めて振り返ってみて映像制
作、DVD 制作で大事なポイントと
は何でしょうか。

倉永様：やはりアニメーション機
能を活用して退屈させないというこ
と。シナリオとアニメーションをど
う合わせていくかがポイントですね。
わかりやすい事例を使うのもポイン
トだと思います。知的財産研修の場
合、判例や実際に特許になっている
事例を使うと内容が結構難しくなり
ます。そこで弊社では完全フィク
ションの事例を入れています。

―― オリジナルストーリーを作ら
れるということですか？

倉 永 様： そ う で す。 た と え ば、
Vol.4の発明提案書ではゴルフクラ
ブのグリップの形や材料を事例に登
場させ、誰にでも分かるようにしま
した。とくに企業の技術者の方々に
とっては、実際の判例等に基づく正
確性よりもイメージがつかめること
の方が重要です。ですから簡単な事
例、わかりやすい事例を使って伝え
ることを心がけています。

今後の展望

―― 導入前から現在に至るまで、
弊社担当者の対応はいかがでした
か。

倉永様：最初は私どもが映像制作
について本当によくわかっていな
かったので、1から教えてもらいま
した。収録の仕方から映像の撮影の
仕方まで、非常にありがたかったで
す。ご担当頂いた方には、みなさん
非常に迅速かつ親切に対応をしてい
ただきました。

―― 今後の取り組み予定をお聞か
せください。

倉永様：本当は Vol.5でシリーズ
が完結する予定だったのですが、商
標の調査を制作したいということで
急遽御社に Vol.6を作ってください
とお願いしました。でも DVD 化は
これで最後かなと思います。特許調
査のVol.1・2は完売してしまってい
ますので、新しいバージョンを作っ
てほしいという要望も頂いたりする
のですけど。

―― 今後 e ラーニング化などを検
討される予定はありますか。

倉永様：ｅラーニングとはまでは
いきませんが、DVD の内容を社内
サーバーに載せて配信したいとかク
ラウドサービスで配信してくれない
かというご要望は頂いています。そ
の場合、売り切りではなく1年間の
定額サービスなどの料金体系になる
かなと思っています。ともかく、次
のステップとしてサーバーやクラウ
ドで提供するとなった時にはまた御
社にご相談させてもらおうと思って
います。
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デジタル・ナレッジの Web サイトに公開されているコンテンツを掲載しています。
URL       ：
公開日：2022.10.11

https://www.digital-knowledge.co.jp/archives/29281/

・知的財産研修を映像化・DVD 化して販売し
たい。

お客様のニーズ

・教育用映像コンテンツ制作サービス

導入サービス

・知的財産研修の映像化＆ DVD 化を実現。

・現在までに Vol.1 ～ 5 を発売、一部はすで
に完売するなど計画通りの売上を上げてい
る。

・コロナ禍でセミナー受講者数が低迷するな
か DVD は売上を伸ばし、セミナーに続く
新たな販売チャネルとしての役割や新規顧
客獲得に寄与している。

導入後の成果
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採用の決め手は、提案力・対応力・
大規模運用実績と “ 年 4 回のバー
ジョンアップ ”

―― 『e ラーニングライブラリ』と
はどういったサービスでしょうか？

本間様：1年間定額制の法人向け
eラーニングサービスです。コンプ
ライアンスやハラスメント、マーケ
ティングからビジネススキルまでを
網羅した「マネジメント」、機械操
作やメンテナンス・保全方法などが
学べる「技術・技能」ほか6つのカ
テゴリ・全350以上のコースを取り
揃えております。ご契約期間内であ
れば追加料金なしでいつでもどこで
も何度でも、豊富なコースを受講い
ただけます。

―― この e ラーニングライブラリ
の以前のシステムに課題をお持ち
だったということですが？

本間様：2010年に e ラーニング
ライブラリをリリースして以来、こ
れまで大きなシステム改修を行って
おりませんでした。そのため、画面
デザインや操作性、機能面について
も現代にはちょっとそぐわないとこ
ろが出てきていました。お客様から
も「こうしてほしい」という要望を
ちらほら頂いておりましたので、改
善のために今回システムのリプレイ
スにふみ切りました。

―― リプレイスにあたってとくに
重視された要件はなんでしたか？

本間様：eラーニングライブラリ
は3,000社以上のお客様が利用され
ていますので、大規模運用体制が
しっかりできているかどうかが最大
のポイントでした。また、新しい
OSなどもどんどん出てきますので、
新しい環境や機能に迅速に対応でき
るかどうかも重視しました。

―― 導入検討はどのように進めら
れましたのでしょうか。

本間様：最初は10社程と話をし

ましたが、そもそも弊社のような大
規模運用を想定していなかったり費
用面で合わなかったりで、ほとんど
が早い段階でむずかしいと断られて
しまったんです。最終的に数社に絞
られた中で、今後も迅速に対応して
いただけそうなデジタル・ナレッジ
さんに決めました。

―― 採用の決め手となったのは何
でしたか？

本間様：こちらから提案依頼書を
提示させていただいたのですが、そ
れに本当に沿った形でご提案したい
ただけたところと、担当の方がフレ
キシブルにいろいろと対応いただい
た点が決め手になりました。

―― どのようなご提案をさせてい
ただきましたか？

本間様：こちらの要望に対し要件
定義のフェーズと開発のフェーズの
2段階に分けて詳しいご提案をして
いただきました。弊社の複雑な運用
形態というものをしっかりと理解、
把握いただいたうえでしっかりご提
案いただけたというのが大きかった
です。 また、デジタル・ナレッジ
のLMSが年4回の定期的なバージョ

人材育成支援事業、手帳事業、出版事業の3つの事業を展開する株式会社日本能率協会マネジメントセンター。なかでも法人向け e ラーニングサービス『e ラーニ

ングライブラリ ®』は導入企業数3,900 社、累計受講者数323万人超を誇る、人材育成支援事業における基幹サービスとなっています。こうした大規模運用のカギ

を握るのが、安定的な長期運用が可能なプラットフォーム開発や拡張性のあるサービス運用環境です。インタビューでは、システムリプレイスを軸とした、e ラー

ニングサービスの大規模運用の成功の秘訣をお聞きすることができました。

※一時的にマスクを外して撮影しております。

パーソナル・ラーニング事業本部 ライブラリプラットフォーム開発部長
本間 秀一 様

株式会社日本能率協会マネジメントセンター

株式会社日本能率協会マネジメントセンター 様

導入企業数 3,900 社！
法人向けサービスの安定的・持続的大規模運用を可能にしたシステムリプレイス

次々に追加される新コースも含め、契約期間
内であれば定額受け放題の『e ラーニングラ
イブラリ』
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本間様：学習履歴データについ
て は、 蓄 積 し た も の を 分 析 し 将
来的には受講促進にも活用してい
きたいと思っていましたので、そ
うした基盤となるシステムとして
KnowledgeDeliver を選定させてい
ただきました。実際、誰がどのぐら
い受講しているかなど（企業担当者
による）受講履歴の確認は頻繁に使
われている印象です。学習が進んで
いない受講者にはフォローメールを
自動送信する設定もできますので、
忙しい教育担当者様の負荷軽減につ
ながっています。

―― ほかにはどんな変化がありま
したか。

本間様：お客様が自社コンテンツ
を登録できるという機能も追加しま
した。各社オリジナルの教育資料
を LMS に載せ、その他のコンテン
ツと同じように受講履歴確認や学習
の一元管理ができる点を大きく評価
いただいています。また、一般的な
LMS の範囲に留まらないプラット
フォームの優位性の打ち出しとして
営業機会拡大にもつながっています。

それから、今まではお客様からの
LMS の操作や機能に関する問い合
わせはメール対応のみでしたが、今
回運用サービスの中の電話窓口も活
用することにしました。そちらもか
なり評価いただいているポイントに
なります。

株式会社日本能率協会マネジメントセンター 様

ンアップをされているということを
伺い、こちらからお願いしなくても
どんどん機能拡張されていくこと、
しかもそれを適用するかどうかをこ
ちらが選択できるという点も大きな
決め手になりました。

デザイン・操作性・機能面を大きく
改善、しかも運用費もコストダウン

―― リプレイスを経て今年の 2 月
から新運用をスタートされています
が、どのような変化がありましたか。

本間様：まずデザイン面では、企
業の担当者の方が設定した必須コー
スやおすすめコースがログイン後の
受講者画面に表示されるよう、画面
デザインのカスタマイズをしていた
だきました。これにより受講者は何
を受講すれば良いかがすぐにわかる
ようになりました。 同時に管理者
側の画面もカスタマイズをかけ、設
定した必須コースの受講進捗が管理
画面上でひと目でわかるようにして
います。

導入企業数 3,900 社、累計受講者
数 323 万人を突破！大規模運用を
成功させるには

―― e ラーニングライブラリの最新
の導入企業数、受講者数はどれくら
いになりましたか？

本間様：社数としましては3,900
社を超える企業様・団体様にご利用
いただいております。受講者の方は
累計で323万人を超えました。

―― 非常に大きな運用事例ですが、
この大規模な e ラーニング運用に
KnowledgeDeliver はどのように貢
献できていますか。

本間様：リプレイス前はeラーニ
ングライブラリのお申込みからご利
用開始まで2週間程のタイムラグが
ありました。今回、申込みサイトと
KnowledgeDeliverをAPI連携させる
ことでお申込み後、弊社で承認確定
すれば即時ご利用いただけるような
カスタマイズを実施していただきま
した。
ちょうどコロナ禍になった当時、

「集合研修ができないので代わりに
e ラーニングをすぐに始められない
か」といったお話を頂戴したんです
が、まだリプレイス前でしたので

「2 週間お待ちください」と待って
頂いたんですね。また、お申込み後
に「急遽追加で受けさせたい受講者
がいる」といったときも、やはり 2
週間待ってくださいというアナウン
スになっていました。それが、今回
のリプレイスとカスタマイズで大き
く改善されました。利用開始までの
リードタイムの短縮化、即時利用開
始できる仕組みが構築できた意義は
大きいと思います。

管理者画面。設定した必須コースについて受
講者数、そのうち何名が未受講かなど受講進
捗がひと目でわかる

受講者画面。「今すぐ受講すべきコースはど
れかわかるので使いやすい」と受講者にも好
評だという
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アップさせていきたいですし、弊社
のコーポレートスローガンである

「Enjoy Your Growth!」、楽しみなが
ら成長していくということを追求し
ていく予定です。

―― 改めて、今後の展望をお聞か
せください。

本間様：企業様によっては別の
LMS を導入されていてそれと連携
して一元管理したいですとか、他の
基幹システムと連携をしたいといっ
たご要望が出てきていますので、次
のフェーズとして実施していきたい
と考えております。さらに、受講履
歴データの蓄積・分析によって、一
人ひとりに最適な学びや教材を提供
できるような環境を作っていけたら
いいですね。

コミュニケーションが活性化するよ
うな機能があればいいですよね。同
じような境遇・環境にある受講者が
どういうコースを受講しているのか
を知ることで刺激になり、自発的・
自立的な学びを促進できる可能性も
ありますので、そういったところを
強化できたらと考えております。

―― リアルな学びの方に寄せてい
くようなイメージでしょうか。

本間様：そうですね。現状だと受
講の際に ID とパスワードを入れて
サイトにアクセスしますが、ちょっ
と身構える形での受講になってしま
うように思います。たとえば、社内
メールが届いたらそこをクリックす
るだけで受講できるとか、学びに対
してのハードルをどんどん下げてい
ければいいですよね。システム面で
のちょっとしたつまずきや引っ掛か
りをできるだけ省き、スムーズに学
びにアクセスできる環境なり仕組み
というのを作っていければと思いま
す。

―― 御社の理念や事業戦略のなか
で、新しい e ラーニングライブラ
リはどのような役割を担っていけそ
うですか。

本間様：人生100年時代と言われ
る今、働き方や個人の成長も変わっ
てきています。社員教育についても、
新入社員にはこの教育、管理職にな
る人にはこの教育、というふうに階
層ごとに実施するのが今までのやり
方でしたが、これからは画一的な学
びではなく、一人ひとりのキャリア
や人生設計に合わせてそれぞれに適
した学びを提供していく必要があり
ます。 そうした観点からも、一人
ひとりの多様な成長に寄り添うこと
のできるサービスとして、このeラー
ニングライブラリをさらにステップ

―― システム以外でも何か心がけ
ていらっしゃることはありますか？

本 間 様：3,900社 と い う こ と は
3,900名もの教育担当者様がいらっ
しゃいます。あまりにも複雑なもの
にしてしまうと、担当者の方も使い
こなせず、また、弊社営業もお客様
への説明に負担がかかりますので、
できるだけ無駄を省きシンプルにし
て、直感的に使っていただけるよう
なサイト設計、運用設計にすること
がポイントだと思います。

―― 今回のリプレイスでスムーズ
にいった点、反対に大変だった点を
お聞かせください。

本間様：こちらの要望に対し要件
定義のフェーズと開発のフェーズ
の2段階に分けてご提案をしていた
だきましたが、とくに要件定義の
フェーズに関してはとてもスムーズ
に進んだなという印象です。弊社の
複雑な運用形態をしっかり理解して
いただき、それを踏まえたうえで機
能面、運用面をご提案いただきまし
た。
現在は 1 つめのフェーズが完了し、
続く第２フェーズとして他システ
ム・サービスとの API 連携を進め
ています。コロナ禍でやりとりがオ
ンラインのみだったこともあり、な
かなか意思の疎通がむずかしく仕様
に対しての認識のすり合わせが大変
だった部分はありましたね。

一人ひとりの多様な成長に寄り添う
存在でありたい

―― 今後取り組んでいきたいテー
マや方向性についてお聞かせくださ
い。

本間様：e ラーニングなので1人
で進めていく形が基本になるかと思
いますが、そのなかでも社員同士の
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・法人向け e ラーニングサービスのシステム
リプレイス

お客様のニーズ

・システム老朽化に伴うデザイン・操作性・
機能面を改善したい。

・運用コストを抑えつつ、他社競合サービス
に対する優位性を確保したい。

導入前の課題

・LMS『KnowledgeDeliver』をベースにし
たカスタマイズ開発でユーザビリティや機
能面を大きく改善。

・申込サイトとの API 連携により申込～利用
開始までのリードタイム短縮や利用集計の
自動化などを実現。

・受講者の追加登録もすぐに行えるようにな
り、導入企業数 3,900 社の大規模運用を支
えている。

・運用コストを抑えつつ、安定的で拡張性の
ある大規模運用環境を構築。

・一般的な LMS の範囲に留まらないプラット
フォームの優位性が法人営業の機会拡大に
もつながっている。

導入後の成果

デジタル・ナレッジの Web サイトに公開されているコンテンツを掲載しています。
URL       ：
公開日：2022.10.12

https://www.digital-knowledge.co.jp/archives/29032/
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なぜハイブリッドラーニングを導入
したのか

―― 最初に、玉川大学のハイブリッ
ド型授業についてお聞かせいただけ
ますか？

豊田様：全15コマの授業のうち、
前半の7回をオンデマンド動画で自
宅学習、後半の8回は実際に大学に
来てもらって対面授業という流れで
す。私たちはこれをブレンディッド
授業（ブレンディッドスクーリング）
と名付け、教育学部教育学科の通信
教育課程で提供しております。この
オンデマンド動画の撮影・編集を含
めた制作支援をデジタル・ナレッジ
さんにお願いしました。

―― ブレンディッドスクーリング
を始めたのはいつ頃ですか？

豊田様：2016年からです。玉川
学園では初めてのオンライン授業で
あり、ブレンディッド授業になりま
す。それ以前は対面スクーリングの
みでした。当時、他大学さんでは全
てオンデマンドというところも多
かったようですが、私たちはいろい
ろ研究をしてブレンディッドという

形を選択させていただきました。

―― なぜ「オンデマンドのみ」で
はなく「ブレンディッド」を選ばれ
たのでしょうか？

湯藤様：学びとはアウトプットし
てはじめて深まるという部分がある
と思います。オンデマンドは一方通
行、つまりインプットになりますか
ら、もっとアウトプット型にしてい
きたいという思いがありました。ブ
レンディッドなら、こちらが準備さ
えしておけば後半の対面部分で学生
たちはたくさんアウトプットができ
ます。

豊田様：事務局としては全部オン
デマンドの方がやりやすい部分も正
直あると思うんですよ。先生方にコ
ンテンツを作ってもらって LMS で
配信すれば、ほぼノータッチで済み
ますから。ですが、玉川大学の場合
は最初に先生方と話し合い、質を保
証した授業を行うためにはオンデマ
ンドだけでは足りないという結論に
なりました。

湯藤様：もちろんそれぞれメリッ
トがありますから、全部オンデマン

ドの方が介護や子育てで手が離せな
いという方などには向いていると思
います。玉川大学ではオンデマンド
の良さ、対面の良さの両方を生かし
てしっかり取り組もうということに
なりました。

学生満足度 92.2％！高評価の理由

―― 実際にブレンディッド授業を
実施してみた手応えは？

豊田様：前半（オンデマンド）は
自分のペースで繰り返し学べるとい
うメリットがありますし、後半（対
面）は身に付けた知識をグループワー
クやディスカッションで活発に活用
できる場になっています。

湯藤様：象徴的だった出来事があ
るんですよ。ブレンディッドで前半
を自宅学習され、いざ対面授業とい
うときにコロナで結局後半もオンラ

ハイブリッドラーニングとは、オンライン授業と対面授業を組み合わせることでより柔軟かつ効果的に教育を提供する方法です。玉川大学では2016年に一部学

部で導入され、学生満足度92.2％と高い評価を受けています。今でこそ多くの学校が注目する手法ですが、コロナ以前にはあまり馴染みのなかったハイブリッド

型の教育をなぜいち早く導入されたのでしょうか？

インタビューではハイブリッドラーニング導入から現在までを振り返りながら、今後の大学教育のあり方についてもお聞きすることができました。

※一時的にマスクを外して撮影しております。

教育学部教育学科 通信教育課程主任
湯藤 定宗 授教 ( 右 )

教学部　授業運営課長（通信教育課程担当）
豊田 修 様 ( 左 )

玉川大学

学校法人玉川学園　玉川大学 様

学生満足度 92.2％！
ハイブリッドラーニングの動画制作をサポート
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インになってしまったことがありま
した。その学生さんと別の対面ス
クーリングでお会いしたときに、「今
日はお会いできて良かったです！前
の授業で、後半の対面を楽しみにし
ていたのに急遽オンラインになって
しまって、ちょっとモチベーション
が続かないかもしれないと思ったの
で…」と言われたんです。やはり前
半は自宅学習、後半は対面で学生同
士が関わり合うというそのコントラ
ストが学生のモチベーションアップ
につながっているのかなと、それが
ブレンディッドの良さだと実感しま
した。

―― 以前は対面スクーリングのみ
だったそうですが、当時と比べて何
がどのように変わりましたか？

湯藤様：対面スクーリングは土日・
土日の4日間実施しますので、遠方
の方だと宿泊費や交通費が2週間分
必要です。主婦の方や家で介護され
ている方にとっては時間的にも大き
な負担でした。

豊田様：本当に遠くから、北海道
からもわざわざ2週に渡って2往復
してもらっていましたが、ブレン
ディッドなら1往復で済むというこ
とで非常に満足度も高いですね。

―― 学生さんからも好評ですか？
豊田様：アンケートの結果、実際

に受講した学生の92.2%が「大いに
満足できる」「満足できる」と回答
されています。やはりブレンディッ
ドの授業構成が高い満足度につな
がっているのではないかと思います。

YouTuber の凄さを実感？！映像制
作を振り返って

―― デジタル・ナレッジを知った
きっかけは何でしたか？

豊田様：通信教育について勉強し
ている外部のグループがありまして、
そこで知り合った方がたまたま御社
の方だったんです。あるとき、メディ
ア授業をやりたいというお話をした
ら既に豊富な実績をお持ちだという
ことでそこから Web サイトを見た
りして、というのが始まりです。

―― 弊社に映像制作のご依頼をい
ただいた決め手をお聞かせくださ
い。

豊田様：多くの企業や教育関係の
オンデマンドコンテンツを作成され
てきた実績は聞いていましたし、そ
の中でも大学・通信教育って特殊だ
と思うんですね。当時は今ほど事例
も多くなかったと思いますが、そう
いった部分についても多数携わって
いらっしゃったことが決め手でした。

―― 実際の制作ではどの部分をお
任せいただきましたか。

豊田様：予算が限られていたので
自分たちでできる部分は自分たちで
進め、こちらでできない部分、撮影
とか編集、全体的な進行については
すべてデジタル・ナレッジさんにお
任せしました。あとは、先生方への
説明ですね。最初のキックオフミー
ティングに同席していただいて、パ
ワーポイント資料の作り方や撮影時
のポイントなどを伝えていただきま
した。

―― 映像制作で重視されたポイン
トなどはありましたか？

豊田様：学生から見たときに単調
にならないように、ということでしょ

うか。そういった点についても撮影
時にいろいろアドバイスいただきま
した。

―― 一番大変だったことは何でし
たか？

湯藤様：私も含めて動画撮影は初
めてという教員が全員だったので、
1回目の撮影のときは皆さん棒読み
になっていましたね。学生に感想を
聞いたら「前半の動画つまらなかっ
たです」とか「そのまま読んでただ
けですね」と手厳しい意見も（笑）。
なので、YouTuber ってすごいねと
かそんな話にもなりましたが、とに
かく最初はちょっと難しかったです
ね。

豊田様：そんななか、デジタル・
ナレッジの担当の方はこちらの要望
を本当によく聞いていただいて調整
していただき助かっています。

湯藤様：私が撮影したときにはレ
ジュメを一語一句丁寧に読み込んで
いただき、私が気付いていない言い
間違いを指摘いただいたこともあり
ました。ただ立ち会うだけでなく

「一緒に作ろう」という気持ちが感
じられましたし、非常に気持ちよく
撮影に臨めた記憶が残っています。

―― 映像コンテンツ全体としては
どのような成果があったとお考えで
すか。

湯藤様：普段の学習は自宅で動画
を見て学べますから「タイムマネジ
メントがしやすい」ということを学
生が言っていました。
それから対面のいいところはライブ
感ですが、同時に 1 回で流れるよ
うに終わってしまうというデメリッ
トがあります。自分では分かったつ
もりでもいざテストで問われると答
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ように思います。

―― いろいろ選択できるというの
がポイントなんですね。

豊田様：その通りです。大学とし
てはできるだけ気持ちよく、という
言い方が適切かどうかわかりません
が、学生にとって身が入り集中でき
る勉強のスタイルというものを提供
していければと思っています。その
中でやはりブレンディッドならでは
の良さがありますので、今後もなく
てはならない１つの学び方かなとい
うふうに捉えております。

―― ブレンディッド授業の可能性
についてはどのようにお考えです
か？

湯藤様：オンデマンド部分に関し
て言うと「動画だけで学生の学びを
深めるにはどうすればいいか？」と
いうのは私たちにとって初めての挑
戦でした。YouTuber がすごいなと
思ったのはそこなんですよね。すべ
て計算してうまく作っている。動画
コンテンツを作るときには今まで考
えていなかったような領域のことま
で考えて作らないと、いいものはで
きないということが分かりました。
そういう意味では、ブレンディッド
授業の可能性というよりは、我々教
員に対して教えるということを見直
す機会であり余地を広げてくれる可
能性がブレンディッド授業にはある

学校法人玉川学園 玉川大学 様

んじゃないか、ということに今話し
ていて気付きました。

「オンラインと対面のベストミック
ス」にチャレンジしたい

―― 次にチャレンジしてみたいこ
とはありますか？

豊田様：理想でもいいですか？ブ
レンディッドスクーリングを実現し、
コロナ禍には同時双方型スクーリン
グもできるようになりました。そこ
で次は、ブレンディッドの前半のオ
ンデマンドのところに何か同時双方
向的な要素を少し入れることができ
ないか？と考えています。

湯藤様：いや、もうその通りで、
オンデマンドと対面のベストミック
スについてはもっと可能性があると
思っています。私が考えていたのは、
オンデマンドでただ解説するだけで
なく問いをいくつか設定する。たと
えば、日本の教育制度について説明
した後、「皆さんが考える教育課題
は何だと認識しますか？」「いじめ、
不登校、教師の質、学歴社会の中で
あなたが解決したいのは何ですか？」
といった問いを、教科書や他の文献
を参考に解決案を設計してください
ねと投げるんです。そういう仕掛け
を至るところに散りばめることがで
きたら、ブレンディッド授業からさ
らに発展した新しい形を作ることが
できるのではと模索しています。

豊田様：対面、ブレンディッド、
同時双方向に続く第4の手法ですね。
今後またデジタル・ナレッジさんに
相談させてもらうかもしれません。

えられなかったという経験は誰しも
ありますよね？その点、オンデマン
ド動画なら「何度でも見返すことが
でき時間をかければかけただけの学
習効果を実感」できます。これも実
際に学生の方が言っていたことです
が、この 2 つがいわゆる映像コン
テンツを使った学習の最大のメリッ
トではないでしょうか。

コロナ禍における大学教育の変化

―― コロナ以降、大学の授業運営
にどのような変化がありましたか？

豊田様：大学や通信教育における
メディア授業といえば、今までの常
識ならオンデマンド一択だったと思
います。それがコロナになって、同
時双方向授業をやらざるを得ない状
況に一気に変わりました。Zoomや
Microsoft Teams を使ってできるこ
とがわかったのは1つの収穫だった
と思います。玉川大学でもコロナ禍
で同時双方向型のオンラインスクー
リングが増えました。これは全15
コマの授業を登校せず自宅でリアル
タイムに受けることができるという
ものです。現在は対面スクーリング、
同時双方向型のオンラインスクーリ
ング、そしてブレンディッドスクー
リングの3つを行っています。大学
としてはなるべく学生さんの多様な
ニーズに応えられるよう、さまざま
な学習方法をご提供していくという
ことにシフトしてきた数年間だった

オンデマンド講義動画。「教育課程編成論」
などのコンテンツを制作支援
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―― ありがとうございます。最後
に教育に対する今後の抱負をお聞か
せください。

湯藤様：これは玉川大学だけの問
題ではありませんが、今教育そのも
のが非常にですね、「単位取得した
らいいんだろう」とか「卒業して教
員免許が取れればいいんでしょ」な
ど、どこか薄っぺらい学習観がある
ように感じています。だけどそれだ
と、たとえ卒業して教員になれたと
しても結局魅力的な授業はできない
と思うんです。
教育の最終ゴールは採用試験に受か
ることではなく、子供たちに自ら「学
びたい」「勉強することにこんなに
意味があるんだ」と気付いてもらえ
るようにすること。そのための授業
展開ができるよう我々自身も取り組
んでいかなくてはなりませんし、そ
ういったマインドを共有できる学習
環境をオンデマンドや対面やブレン
ディッドを駆使して作っていかなけ
ればなりません。偏差値や最終学歴
じゃない、「最新学習歴はいつでも
変えられる」と我々はよく言うんで
すけれど、そういう心持ちで常に自
分自身をリニューアルしながら、教
育というものに真摯に関わっていき
たいと思います。

・「オンデマンド＋対面」のブレンディッド授
業を実施したい。

・オンデマンドで使う講義動画の制作支援を
お願いしたい。

お客様のニーズ

・教育用映像コンテンツ制作サービス

導入サービス

・前半は学生個々のペースでオンデマンド動
画を繰り返し視聴して学ぶことができ、後
半には身に付けた知識をグループワークや
ディスカッションでアウトプットし深める
ことができる。

・前半は自宅学習、後半は対面で学生同士が
関わり合うというコントラストが学生のモ
チベーションアップにつながっている。

・対面スクーリングと比較して学生の宿泊費・
交通費や時間的な負担を大きく軽減。

・ハイブリッド型の授業構成が高く評価され
学生満足度は 92.2%。

・学生の多様なニーズに対応した学び方の 1
つとして定着。

ハイブリッドラーニングの
メリットと効果

デジタル・ナレッジの Web サイトに公開されているコンテンツを掲載しています。
URL       ：
公開日：2022.11.28

https://www.digital-knowledge.co.jp/archives/29586/
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なぜ検定のオンライン化が必要だっ
たのか

―― はじめに TECS 検定のご紹介を
お願いいたします。

西岡様：TECS検定（Test of
English Communication Skills for 
Preteens）は英語でのコミュニケー
ション能力を測る児童向けの検定
試験です。小学 1 年生～ 6 年生を
対象に 5 級～ 1 級を実施しており、
年間受験者数は約 8 万人、現在ま
でにのべ 119 万人の方にお申込み
いただいています。

―― そんな TECS 検定の運営にどん
な課題がありましたか？

西岡様：弊社が運営する子ども英
会話教室「PEPPY KIDS CLUB(*1)」
で年2回検定を実施していましたが、
検定日が毎回1日のみ、日曜日の設
定だったんです。そのため、習い事
等とかぶってしまい、受けたくても
なかなか受けられないというお子さ
んが結構いらっしゃることが課題と
なっていました。

（*1） 子 ど も 英 会 話 教 室「PEPPY KIDS CLUB」

……1993 年設立、今年で創業 30 年。全国

46 都道府県、約 1400 教室を展開。12 万

人の子どもたちが楽しく英語を学んでいる。

https://www.peppy-kids.com/

―― 本格的にオンライン化にふみ
切ったきっかけは？

西岡様：以前からDX化を考えて
いましたが、着手できていないうち
にコロナ禍になってしまったんです。
従来のように教室に集まることが難
しくなってしまった中で、学びを止
めない、TECS 検定を止めないよう
にしなければと本格的に検討を始め
ました。

実はかなりタイトだったトライアル
開発

―― オンライン化にあたってまず
は何から始められましたか？

西岡様：いきなりお子さんにオン
ライン検定を受けてもらうのはリス
クがありますので、まずは全国の

「PEPPY KIDS CLUB」の講師向けに
トライアルを行なうことにしまし
た。オンライン検定を浸透させるた
めには現場の先生方の理解が必須で
すし、また、トライアル後に先生方
からご意見をいただいてより良いオ
ンライン検定を作っていきたいとい
う目的もありました。
TECS 検定 5 級～１級のうち、5 級
は小学校低学年層が受験する級で
す。そのため、一番小さいお子さん
が無理なく回答できるのであればそ
れ以上の級は難なく実施できるだろ

中央出版が提供する「TECS 検定」は年間受験者数約8万人、現在までにのべ119万人が受験されている小学生向け英語検定です。長年ペーパーテストを実施して

きましたが2022年秋、すべての級のオンライン化を実現しました。同社初となる検定のオンライン化、しかも子ども向けということでさまざまな苦労があった

今回の CBT 開発。担当の西岡さまにオンライン化にふみ切った背景から苦労した点、成功のポイントまで詳しくお聞きしました。

※一時的にマスクを外して撮影しております。

編集部
西岡 由貴 様

中央出版株式会社

中央出版株式会社 様

児童向け語学検定をオンライン化！
ペーパーテストを忠実に再現、スマホ受験できる CBT 開発

長年ペーパーテストを実施されていた TECS
検定
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うと考え、まずは 5 級に絞ったト
ライアルを実施しました。

―― 弊社にご相談をいただいたの
はこの頃でしょうか。

西岡様：そうですね。デジタル・
ナレッジさんは以前、グループ企業
のシステムを立ち上げていただいた
経緯があり、今回ご相談しました。
一からの開発ではなく既存の LMS
を利用すればより効率的にオンライ
ン化できると考え、スピード感、拡
張性などを重視して LMS の選定を
すすめていました。

―― 弊社担当者からはどのような
お話をさせていただきましたか？

西岡様：私たちとしても検定のオ
ンライン化は初めてで具体的なイ
メージもできておらず、かなりふわっ
とした状態でご相談したんです。で
すが、TECS 検定というものを本当
によくご理解いただき、「この場合
はこうなります」など複数のパター
ンをご提案いただき、完成イメージ
が具体的になりました。

―― 最終的な採用の決め手はなん
でしたか？

西岡様：複数社と相談をすすめ
ていく中で、こちらがやりたいこ
と、オンライン化の締め切りやスケ
ジュール感、機能の部分（カンニン
グ防止など）をご相談したとき、弊
社の要望に全てマッチしたのが御社
だったので、依頼することにきめま
した。

―― スケジュールはどれくらいタ
イトだったのでしょうか。

西岡様：「5月にトライアルをし
たいです！」とお伝えしたのが3月
中旬でしたからなかなかタイトだっ
たと思います（笑）。お陰さまで

2021年5月、無事トライアルを実
施することができました。

重視した 3 つのポイントと苦労し
たこと

―― 既存の検定をオンライン化す
るにあたってどんな点を重視されま
したか？

西岡様：コンテンツ自体は揃って
いましたので、どちらかというとデ
ジタルでどう見せるかに重きをおい
た開発でしたが、その中でもとくに
重視したポイントは3つです。

1 つめはスマホファースト。最近で
は級が上がるにつれ大きい画面の方
がいいよね、とタブレットやパソコ
ンも推奨していますが、当初は子ど
もたちが操作に慣れているスマホで
受験ができることを目指しました。

2 つめは従来のペーパーテストを受
験しているお子さんが違和感なく受
験できること。そのためにペーパー
テストの仕様をオンラインでも忠実
に再現していただきました。

3 つめは直感的な操作で回答ができ
ること。タッチしたら回答ができる
など、子どもたちが直感的に操作で
きるようにというのが主にこだわっ
たポイントです。

―― 実際の開発ではどんな点が難
しかったですか？

西岡様：スマホファーストでとお
願いしましたが、画面がかなり小さ
くなりますので、紙仕様の試験をス
マホ上にどう表現・表示するか、レ
イアウトをどうするかはかなりご相
談しましたし、非常に苦労した部分
です。
また、検定には特殊な操作といいま

すか、線を引いて回答する問題があ
るんですね。それを子どもたちが本
当にできるのかというお声を講師か
らいただいたので、御社に相談させ
ていただき「こうしたらいかがです
か」とご提案いただいた形で改修を
していきました。

―― 既存のコンテンツをデジタル
上でどう表現するか、できることが
たくさんある分、難しさもあります
よね。

西岡様：そうなんです。問題を
タップしたら答えが見られるなど、
オンラインだからこそできることも
たくさんありますが、それをどこま
で取り入れるのが子どもたちにとっ
て一番良いのか？ということは、す
ごく難しいですし悩んだところでし
た。

―― ほかにも苦労した点はありま
したか？

西岡様：TECS 検定はリスニング
中心ですが、3級～1級でライティ
ングの問題や長文読解が入ってくる
んですね。それをどういう形で表現
するか、時間をかけてご相談しまし
た。何回も修正していただいて申し
訳なかったんですが、力を入れてやっ
たところになります。

子どもたちは CD の音声を聞いてイラストを
選択したり（右下の〇を塗りつぶす）、線を
結んだりして回答する。
鉛筆で塗りつぶしていた部分も画面をタップ
するだけで選択可能に。画面をなぞって線を
引く回答も直感的に操作できる。
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目指すは完全 DX 化、他事業展開も
視野に

―― 導入から現在に至るまで弊社
担当者の対応はいかがでしたか。

西岡様：システムに関して知識が
あまりないままお願いしてしまった
こともあり、無理なお願いをするこ
とも多々ありましたが、快く「こう
したらどうですか」と提案してくだ
さいました。お願いしていることが
どうなるのかイメージがわかない部
分も多かったのですが、「それを表
現するとなるとこういうことが必要
ですよ」など細かく丁寧にご提案し
てくださって。助けて頂いてばかり
でした。

―― TECS 検定について今後の取り
組みの方向性は？

西岡様：すべての級のオンライン
化を完了できましたので、ここから
はどのようにしてより多くの子ども
たちにオンライン版を受験していた
だくかが目標です。ライティングや
リーディングなどまだまだ改善の
余地がある問題について、直近の
2022年11月の実施結果を振り返り
ながらご相談し、さらに改善してい
きたいです。ゆくゆくはなりすまし
防止やカンニング対策なども検討し
ていければと思っています。

―― 実際に受験された方、保護者
の皆さんの反応はいかがですか。

西岡様：以前に比べて学校などで
もオンラインの媒体に触れる機会が
多くなったのか、オンラインを待っ
ていらっしゃるといいますか、「英
検の練習になった」「自宅受験だと
子どもの成長具合を見られて良かっ
た」など好意的なお声を多数いただ
いています。

―― 検定のオンライン化を成功さ
せるポイントは何だと思われます
か？

西岡様：「受験者目線で作る」こ
とでしょうか。この件に限らず何か
新しいことをしようと思ったとき、
いかにユーザーに周知徹底を図るか、
現場のスタッフにちゃんと説明でき
るように理解してもらうかが重要に
なってくると思います。

―― TECS 検 定 の 場 合、1000 以 上
の教室で受験者数も多数ですからそ
の分大変だったかと思います。

西岡様：1000以上の教室のすべ
ての講師、受講者に等しく伝えて動
いていただくというのは、やはり難
しいんですね。受け取り方は1人1
人違いますから、うまく伝わらない
と結局うまく運営できなくなってし
まいます。そういった意味では紙仕
様を忠実に再現したのもそうですが、
操作方法やオンライン検定自体の周
知について、「ここまで言う？」み
たいなところまで丁寧に説明するこ
とが、TECS 検定のオンライン化に
おいてはポイントだったのかなと思
います。

すべての級のオンライン化を達成！
成功の秘訣は

―― トライアルや改善を経て、実
際のオンライン化はどう進んでいき
ましたか。

西 岡 様：2021年5月に講師向け
トライアルを実施し、その結果を受
けて改善したものを7月に再度講師
の先生方に受けていただきました。
そして 2021 年 11 月、トライアル
を行った 5 級のみを本格的にオン
ライン化しました。これは紙とオン
ラインを選べますとご案内し、希望
された方向けにオンライン検定を行
いました。
翌 2022 年 6 月に 3 級と 4 級も加え、
5 ～ 3 級までのオンライン検定を実
施、そして 2022 年 11 月、5 ～ 1
級すべての級をオンライン化して実
施することができました。

―― トライアル実施から 1 年半で
全ての級のオンライン化を完了され
たわけですね。

西岡様：はい、段階を踏んでオン
ライン化ができました。

―― 今回のオンライン化でもっと
も評価されている点は何ですか。

西岡様：なかなか着手できていな
かったオンライン化を実現すること
ができた点もそうですが、やはり子
どもたちに受験機会を多く提供でき
たこと、今まで受験できなかった方
たちに受験をしてもらえるように
なったことが一番良かったと思いま
す。あとは、ペーパー検定では1日
しか受験日がありませんでしたが、
オンラインの場合は実施期間内（1
週間）であれば自分の好きなタイミ
ングで夜でも朝でも昼でもお好きな
ときに受けていただけるので、その
点もよかったと思います。

受験者向けの説明動画。操作方法や受験前の
注意事項についてわかりやすく伝えている。
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―― 改めて今後の抱負をお聞かせ
ください。

西岡様：弊社ではほかにも教育
サービス事業や学校事業を展開して
いますが、今回TECS検定を先陣切っ
てオンライン化したことでノウハウ
を得ることができましたので、それ
を他事業部に活用し、既存コンテン
ツのオンライン化をすすめていけれ
ばと考えています。
今は従来の方法とオンラインとが併
用なので両方に対応しなければなら
ず、現場として効率化ができている
かと言われれば正直まだまだです
が、最終的には完全 DX 化により運
営効率化や経費節減の実現も目指し
ていきたいですね。

・ペーパー検定をオンライン化したい

お客様のニーズ

・スマホで受験できる

・ペーパーテストを受けていたお子さんが違
和感なく受験できる

・タップしたら回答できるなど直感的でわか
りやすい操作

オンライン化にあたって
重視したポイント

・トライアル実施から 1 年半で TECS 検定の
5 ～ 1 級をすべてオンライン化。

・「スマホ受験」「ペーパーテストとギャップ
なく受験できる」「直感的でわかりやすい操
作」の 3 点を押さえたオンライン検定を実
現。

・コロナ禍で減少した受験者数がオンライン
化で回復、さらに受講者増。保護者アンケー
トでも高評価を得る。

導入後の成果

デジタル・ナレッジの Web サイトに公開されているコンテンツを掲載しています。
URL       ：
公開日：2023.02.15

https://www.digital-knowledge.co.jp/archives/30619/
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四条センターからオープンラーニン
グセンターへ

―― 以前は四条センターで生涯学
習講座を提供されていたんですね。

佛教大学の通信教育課程は「大学
の知を一般に公開しよう」という
目的で約60年前に作られたもので、
国内でも歴史が古いんです。その後、
もっと幅広い人に提供できる場を、
と設立されたのが四条センターです。
映画館のように気軽に参加できる場
ということで京都市の中心、四条烏
丸に1984年に開設されて以来、多
くの方にご利用いただいてきました。

―― それが今回「オープンラーニ
ングセンター」へと生まれ変わりま
した。きっかけは何でしたか？

ネットを使って講座を提供できな
いか、というのが一番大きな動機で
した。四条センターは地の利がよく
地元の人にとっては便利でしたが、
ネット環境がなかったんですね。そ
のため、2019年より、受講者層を
広げるためのオンライン化を検討し
ていました。2020年にコロナが流
行し、四条センターで対面授業がで

きなくなってしまったこともあり、
2020年後半から、このオープンラー
ニングセンターで試験的にインター
ネットを使った講座配信を始めまし
た。

オープンラーニングセンターで実現
したかったこと

―― オープンラーニングセンター
（以下、O.L.C.）で実現したかった

ことは何でしたか？
受講者層の拡大です。年齢層やい

ろいろな興味関心をもつ人の幅を広
げたいということです。四条セン
ターでは歴史や京都、文化といった
講座が人気で受講者の年齢層も高め
でしたが、今後はもっと若い人、仏
教や文化以外の講座に興味のある方
に、より幅広い講座を提供していき
たいという思いがありました。ここ

紫野のメインキャンパスには佛教大
学がありますから、大学の教員が講
座提供にも参加しやすくなるだろう
という狙いもありました。

―― そのためにはどんな環境が必
要でしたか？

対面授業ができ、且つその映像を
インターネットで配信でき、さらに
見逃し配信し、オンデマンドでも見
られるようにする。そういった環境
を実現できればと思っていました。

―― オンデマンド配信までやりた
いというイメージは、最初からあっ
たのでしょうか。

ありました。たとえば専門知識や
資格等に関する講座の場合、オンデ
マンドの方がじっくり見られますよ
ね。そういった講座についてはオン
デマンドで提供しようということを
初めから考えていました。

歴史色づく京都・紫野に位置する佛教大学。学部・大学院のほか、60年にわたる通信教育課程など生涯学習に定評のある教育機関です。その佛教大学が2021年、

生涯学習センターの機能をメインキャンパスに移転し「オープンラーニングセンター」を開設されました。特長は対面とオンラインを融合したハイフレックス講

座、それを叶える最新システムとホール設備、約300講座（半年）が受け放題となる定額会員制です。センター長の篠原様に開講1年目の成果をお聞きしました。

※一時的にマスクを外して撮影しております。

工学博士　オープンラーニングセンター長
篠原 正典 様

佛教大学

佛教大学 オープンラーニングセンター (O.L.C.) 様

「生涯学習のハイフレックス化」で受講者層拡大中！
LMS・ホール環境の両面から “ 新しい学びの場 ” づくりを支援
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対面・ライブ配信・オンデマンド・
見逃し配信まで。300 講座が受け放
題

―― ほかの生涯学習サービスには
ない O.L.C. の特長は何でしょうか。

対面、同時双方向（Zoom 配信）、
オンデマンド、これらすべてを揃え
て講座を提供しようとしたのは恐ら
く国内初か、少なくとも比較的最初
の方だったんじゃないかなと思いま
す。

―― 受講者が講座によって、ある
いはそのときの都合にあわせて学び
方を選べるのは大きなメリットです
ね。

さらに最大の特徴は「サブスク」
です。1つの講座を受講するのにビ
ジター会員は2,000円、正会員は
1,000円かかりますが、定額会員な
ら12,000円で半年間すべての講座
が受け放題になります。半年間に約
300講座が提供されていますから、
そのすべてが受講し放題です。おそ
らくこれは大学が提供する生涯学習
では初ではないかと思います。

―― なぜサブスク制を導入された
のでしょうか？

四条センターの頃から複数の講座
に参加される方は結構いらっしゃい
ましたので、そういった方のニーズ
に応えたかったのと、これまで仏教
とか歴史だけに興味があった人も定
額なら「他の講座もちょっと受けて
みようか」となりますよね。まった
く違う領域の講座を受けてもらって、
これも面白いなという学びの広がり
を感じていただければという思いが
ありました。

受講者数 約 1.4 倍増の見込み。全国、
海外へ拡大中

―― ハイフレックス講座をスター
トされ約 1 年が経ちました。現時
点での成果はいかがでしょうか。

2022年前期（4月～9月）は約2
万5000人に受けていただきました。
後期も同じぐらいの方が参加して下
されば年間5万人。四条センターの
ときは年間3万5000人位でしたか
ら受講者数の伸びという点で手応え
を感じています。

―― すごい伸びですね。オンライ
ン受講は増えてきていますか？

増えてきていますね。今日の講座
もインターネットと対面を合わせる
と200人を超えています。

―― 今日は対面受講の方が 30 名以
上いらっしゃいましたが、それ以外
はオンラインで参加されているんで
すね。

8割の方がオンラインで受講され
ています。これがやはりインター
ネットのメリットですよね。四条セ
ンターでは対面受講だけでしたから
定員にも限界がありました。これか
らもっと伸ばしていきたいですね。

―― 私も聴講させて頂きましたが、
皆さん大変熱心に受講されていて、
充実感いっぱいの表情が印象的でし
た。

私も聞いたところでは、このため
にわざわざ電気屋さんでパソコンを
セッティングしてもらったという方
もいらっしゃるようです。O.L.C.で
学ぶということに対して非常に楽し
さや生きがいを感じて頂いているの
かなとうれしく思います。

―― 受講した講座を再度見逃し配
信で見ることもできますか？

はい。参加したけどちょっと見逃
したな、もう少し見たいなというも
のは見逃し配信で見られるように
なっています。「お地蔵さまを彫る」
など一部の実技系講座は対面のみで
すが、それ以外は全て見逃し配信に
対応しています。

―― まだスタートから 1 年経って
いませんが、サブスク会員の利用率
はどれ位ですか？

結構いらっしゃいますよ。今3割
ぐらいでしょうか。10割を目指し
ていきたいと思っています。

―― 受講者層は以前は対面のみで
地元の方が多かったのかなと思いま
すが、O.L.C. になってから変化は？

そうですね、全国から受講されて
います。受講者の約10％が関東圏
の方ですね。まだ少数ですが海外の
人もいらっしゃいます。これもやは
りオンラインのメリットですよね。

取材日に行われていた
「続・神社と天皇の日本史」講座

知的好奇心を大いに刺激される内容でほかの
講座も受けてみたくなった
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ル・ナレッジさん参画していらっ
しゃいますよね？ O.L.C. が目指し
たのもまさに JMOOC のようなイ
メージだったので、それを実現して
もらえたらとお声かけさせていただ
きました。

―― 採用にあたっては他社さんの
システムと比較検討はされました
か？

しました。先ほど申し上げた内容
を実現したいということと、システ
ム面では決済機能についても経験を
お持ちでしたので採用させていただ
きました。

心を豊かにしてくれる多彩な講座群

―― 非常に多彩な講座も O.L.C. の
魅力だと思います。四条センターの
ときより数は増えていますか。

増えていますね。せっかくこの紫
野という地にありますので、大学の
各学部の教員が登壇する「学部提供
講座」も全学部から半期に1度は必
ず開講しています。

―― 大学教員から直接学べる点、
また京都発というところも惹かれる
ポイントです。

おっしゃる通りで、やはり京都の
文化とか歴史の講座は人気が高いで
すね。文学講座も根強い人気です。
精神的に豊かになる講座を聞きたい
というニーズがありますね。人気の
ある講座は繰り返し開講しますが、
まったく同じ内容ではないんですよ。
先生方が中身を少し変えながら話を
してくれますので、つねに新しい内
容を学べます。

えなくなってしまうんです。受講者
にとっては音声が弱くなったり強く
なったりすると非常に聞きづらい。
ですから音声が一定になるようにと
お願いして設計していただきまし
た。

―― 弊社では LMS だけではなく 1F
ホール「妙響庵」の環境整備に関し
てもアドバイスさせて頂いたと聞い
ています。

いろんなアドバイスをいただきま
した。プロジェクタも多種多様なも
のを見せていただきましたし、スピー
カーや電子黒板、スイッチャーの機
材一式についてもご相談させていた
だきました。

―― 弊社にご依頼をいただくこと
になったきっかけは何でしたか？

既に佛教大学内でデジタル・ナ
レッジさんのサービスを使わせて頂
いていたんです。メディア教材制作
や通信教育のスタジオ構築などです
ね。それでO.L.C.を作る際に新たに
お話を伺いたいとこちらからアクセ
スした形です。
たしか JMOOC、gacco にもデジタ

受講者の声

・定額会員制度の導入に心から感謝致
します。受講したい講座が様々ござ
いますので、2022 年度は精一杯受
講させていただきます。

   （50 代男性・対面受講）

・対面・オンラインを選べるハイフレッ
クス講座に加え、見逃し配信で復習
できるのがとても便利です。内容も
充実していてとても楽しく学ぶこと
ができました。

   （50 代女性・オンライン受講）

・横浜にいて、京都にある大学の講義
が受けられることに感謝です。ずっ
とオンラインは続けてほしいと思い
ます。（60 代女性・オンライン受講）

・妙響庵には初めてお邪魔したのです
が、きれいで音響効果もよく、音楽
の講座の際には久しぶりに音楽に直
接触れることができ、大変感動しま
した。（60 代女性・対面受講）

ハイフレックス講座に完全対応。１
Ｆホール「妙響庵」のこだわりとは

―― ハイフレックス講座に対応し
た生涯学習センターは全国的にも珍
しいですが、設備面でこだわられた
点は？

講師によっては電子黒板の横で操
作しながら説明する人、机の前で喋
る人、いろんな方がいらっしゃるの
で、それに応じてカメラの切り替え
ができるようにしたいというのはあ
りました。
それから私がもっともこだわったの
は「音声」です。Zoom 配信中、た
とえばパソコンからちょっと離れて
黒板に書くとなると教員の声が聞こ

オープンラーニングセンター 1階ホール「妙
響庵（みょうこうあん）」
LMS だけでなく、配信設備や機材の完備に
より高品質なハイフレックス講座が実現可能
となった
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―― 佛教大学が生涯学習を大切に
されている根幹はどんなところにあ
りますか。

おそらく仏教にあると思います。
仏教にもいろいろな教えがあります
が、それに対して自ら進んで学んで
いかなければ求めるものを見つける
ことはできません。仏教の精神とし
て「学ぶ」ということに非常に重き
がおかれていると言えます。
そして「大学が持っている知」を大
学の中にクローズしておくのではな
く、社会貢献としてひろく提供する
べきだというのが佛教大学に昔から
ある基本的な考え方です。それが生
涯学習、通信教育につながっていま
すし、その中で知識欲を満たして自
分の心を豊かにしたい、そういった
ニーズに応えるのが O.L.C. だと思っ
ています。

社会のニーズに応える「学びの場」
をもっと多くの方に届けたい

―― 今後、どんな方々に講座を届
けていきたいですか？

一つは専門知識を必要とする方に
学び直しの講座を提供できないかと
いうことを今、進めています。佛教
大学では教員免許や福祉・保健医療
職の資格などが取得できますが、そ
ういった免許資格を持つ方、あるい
は仕事に就いている方々に対し、新
しい情報や必要な知識の提供を目指
しています。仏教や文化、歴史と

いった従来の領域はそのままに、新
しい領域としてのチャレンジになり
ます。

―― なるほど。冒頭にお話しされ
た「受講者層の拡大」にもつながっ
てきますね。

そうですね。これまでの講座に加
え、免許資格に関わる講座、キャリ
アアップ講座など新しい生涯学習講
座を多角的に提供することで、生涯
にわたって学ぼうとするすべての方
に、いつからでも、いつまでも学び
続けることができる生涯学習の場を
提供していきたいと考えています。

―― その中で LMS はどのような役
割を果たせそうですか？

生涯学習には2つのタイプがあ
ると思います。1つは単位などを
取得する通信教育課程、もう1つは
O.L.C.が提供しているような、知識
や教養を身につける生涯学習です。
通信教育課程では学習管理が必要に
なりますね。どこまで学習が進んで
いるか、テストは合格したかなど、
まさにラーニングマネジメントシス
テムです。
一方 O.L.C. では、学習管理というよ
りは受講者管理や講座決済といった
目的のために LMS を導入しました
が、今後はどれ位の年齢の方がどん
な講座を受講しているか、見逃し配
信を見ている人はどれ位いるか、そ
ういったことを把握できるようにし
たいという視点から学習管理システ
ムを捉えています。

―― LMS は学習データの蓄積に長
けていますし、データ分析をして講
座開発に生かすといった使い方も可
能です。

それはいいですね。ログは非常
に 重 要 で す か ら、 そ の 元 と な る

・対面＋オンラインで受講できる「ハイフレッ
クス型講座」を提供したい

・決済機能を有したシステムが必要

・ホール設備・配信環境も整備したい

お客様のニーズ

・KnowledgeDeliver

・【オプション】DKクラウド、Video+オプショ
ン、EC 連携カスタマイズ（開発）、Zoom
ウェビナー連携カスタマイズ（開発）、配信
環境構築サービス

導入サービス

・1984 年 前身となる「四条センター」開設・
生涯学習講座の提供開始

・2018 年 四条センター開設 35 周年・のべ
受講者数 100 万人突破

・2021 年 4 月「オープンラーニングセンター」
開設

・2021 年 10 月 ハイフレックス型講座の提
供開始

・2022 年 4 月　サブスクリプション
  （定額利用）を導入

佛教大学 オープンラーニング
センター設立の歴史

デジタル・ナレッジの Web サイトに公開されているコンテンツを掲載しています。
URL       ：
公開日：2023.02.16

https://www.digital-knowledge.co.jp/archives/31039/

年間500にも上る多彩な講座。

データを蓄積したいというのはあり
ます。今後どういった機能を追加し
ていけばいいのか、共に考えていき
たいと思っています。



教育の現場で、いつも求められる
「質の高い製品・サービス」を――

eラーニングに関わる“すべて”を提供する
デジタル・ナレッジは、教育機関や企業の
研修部門など2000を超える、あらゆる教育
現場への導入実績をもつeラーニング・
教育ICTのスペシャリストとして、教育
の最前線で活躍されるお客様と実現したい
夢や想い共有しながら、教育現場をより豊
かにする最良で、質の高い製品・サービス
を追求し、常に新しい技術の開発に挑戦し
続けます。
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e ラーニングの全てをサポート

カスタマイズLMS 教材作成ツール

Live配信 スマホアプリ学習履歴管理

学習プラットフォーム システム連携

独自システム開発 スマホアプリ開発

クラウド・ASP 動画配信・CDN

教材制作

インストラクショナルデザイン

スタジオ収録

受講者募集

リアルwebプロモーション支援スタッフ派遣

業務委託運用設計教育環境のIT化

タブレット

クリッカー (ARS)



e ラーニングに関するご質問や弊社製品、サービスにつきましてお問い合わせなど
ございましたら、お気軽にご連絡ください。

お問い合わせ

https://www.digital-knowledge.co.jp/report_dl/

eラーニング戦略研究所
e-Learning Strategies  Institute

e ラーニング調査報告書無料ダウンロード実施中 !
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